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写真４：シロアリの被害（白い部分は蟻道）

《資料：「木材・木質構造の維持管理」(公社 ) 日本木材保存協会》

　雨水や結露による湿潤状態になることを防ぐには、設計時から
配慮する必要があります。

※詳細については、「木造計画・設計基準及び同資料」
　（国交省官庁営繕部　H25 　P83参照）

　木造建築の特徴は主要構造が有機質の木材であり、それらが傷
んだ場合は建物の構造に大きな影響をおよぼします。木造建築の
一番の大敵は、腐朽菌とシロアリです。腐朽菌は、4つの条件(水分・
温度・空気・ 栄養 ) がそろったときに木材を腐朽させ、これらの
一つでもそろわなければ腐朽は起こりません。またシロアリは、
湿気を好むため湿気を防ぎ、風通しを良くして木材を乾燥状態と
することが必要となります。
　このように腐朽菌とシロアリから建物を守るためには、木を湿
潤状態に置かないことが重要です。

　③ 木造建築物の劣化の主な原因

　④ 維持管理に配慮した設計
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図１６：維持管理における補修の位置づけ
《資料：「木材・木質構造の維持管理」（公社）日本木材保存協会》

表２０：木造施設の点検の種類と内容

《資料：「木材・木質構造の維持管理」（公社）日本木材保存協会》

表２１：劣化診断の種類

《資料：「木材・木質構造の維持管理」（公社）日本木材保存協会》

 日常診断 巡回時 所有者・管理者 重点項目を中心とした簡単な診断
 定期診断・劣化診断 数年毎 所有者・管理者 / 専門家 一次診断、不具合や劣化の早期発見
 重点診断 不定期 専門家 二次診断
 不定期診断 台風・地震等の後 所有者・管理者 / 専門家 不具合の発見

 日常診断 期間 実施者 内容

視診、触診、打診および突刺し診による劣化診断で、訓練された検査員が、主要構造
部材を検査する。明らかな劣化や、劣化の可能性がある部位を抽出するのが目的。一次診断

二次診断 現場用の機器による定量的な劣化診断。計測は非破壊、材料の強度（欠損率）に関す
るデータ等を収集する。一次と二次診断は同時に行うことがある。

　建物の性能の劣化を最小限にするためには、適切な点検・診断・
処置が重要であり、定期点検・小規模補修、劣化診断・大規模補
修などのステップを踏みながら建物を健全に維持していくことが
必要です。
　建物の健全な維持のためには、維持管理責任体制表・点検チェッ
クリストを作り、点検と不具合発見を容易にし、管理者への連絡
体制を明確にしておくことが重要です。また、特殊建築物では法
第１２条により、特定行政庁に対する数年に 1 回の定期点検報告
が、施設管理者に義務づけられています。

　⑤ 定期点検の重要性
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図１７：参考手引書

URL：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/
 life/86030_17549416_misc.pdf

URL：http://ffrec.pref.fukuoka.lg.jp/
 publica/pdf/span.pdf 

（１）木造公共建築物等の整備に関する助成

（１）福岡県発行の参考資料

1 助成制度

2 参考資料

7
その他

章

　木造建築物の整備に対する助成事業として「森林整備加速化・
林業再生事業 / 森林・林業再生基盤づくり交付金」制度があり、
補助率は 1/2 以内となっています。交付要件や、補助対象経費に
ついては福岡県林業振興課にお問い合わせください。

問合せ：福岡県林業振興課 TEL:092-643-3536

　福岡県では、「福岡県産材を使おう！～建築士向け県産材利用の
手引き」や「福岡県産スギ横架材スパン表」など木造建築物の設
計の参考となる資料を公表しています。
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① 「公共建築物における木材利用の導入ガイドライン」
② 「官庁施設における木造耐火建築物の整備指針」
③ 「公共建築工事標準仕様書」
④ 「公共建築木造工事標準仕様書」
⑤ 「公共建築物における木材の利用の取組に関する事例集」
⑥ 「木造計画・設計基準及び同資料」
⑦ 「公共建築における木材活用推進資料集」
⑧ 「こうやって作る木の学校　
　　　～木材利用の進め方のポイント、工夫事例～」

① 「木造公共建築物等の整備に係る
　　設計段階からの技術支援」報告書
② 「木造化･木質化に向けた支援ツール」
③ 「ここまでできる木造建築の計画」
④ 「構造設計データ集」
⑤ 「木造化･木質化を進めて木のまちをつくろう」
⑥ 「木造建築のすすめ（平成 21年度版）」

平成25年6月
平成25年3月29日
平成25年2月
平成25年2月
平成24年6月
平成23年5月

平成22年5月

平成26年3月、
25年、24年

平成25年12月
平成25年7月30日
平成24年3月
平成21年11月

国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省大臣官房官庁営繕部
文部科学省、農林水産省

一般社団法人　木を活かす建築推進協議会

一般社団法人　木を活かす建築推進協議会
一般社団法人　木を活かす建築推進協議会
中層大規模木造設計情報整備委員会
一般社団法人　木を活かす建築推進協議会
一般社団法人　木を活かす建築推進協議会

（２）木造・木質化に関する参考資料

【 団体 】

【 国 】

インターネットにより入手可能な木造・木質化に関する参考資料です。
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（３）福岡県内の公共建築物等における木材の利用の促進に関する方針
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3 用語集
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【 】

【 】

【 】

曲げ材として鉛直力を受ける束からなる我が国古来の小屋組。 洋小屋に比べて構造が簡単

で、経済的であるが、斜材が少ないため、水平力に弱く、スパンの小さな建築物に用いられる。

骨組を三角形で構成するとともに、 それぞれの部材には圧縮力または引張力だけを作用させ

るようにした小屋組。 外力に対しては、 骨組全体で抵抗し、 大きな断面の部材を必要とせず、

大きなスパンの建築物にも適する。

部材と部材を直行方向に継ぐ接合。

建物の荷重を基礎梁に支えられた耐圧版の床面積全体で地盤に伝える形式の基礎。

屋根を作る部材の一つで、 母屋や桁と平行に、 屋根の最も高いところに配される横材。

垂木を受ける材で屋根を支える部材の一つ。

屋根板を支えるために棟木から軒桁に架け渡す長い材。

２階の床下の梁や胴差しの隅のところに斜めに入れて、 建物の変形を防ぐ部材。

軒の下で垂木を受ける横材。

柱と柱の間に斜めに入れて建築物の構造を補強する部材。

２階の床の高さの位置に用いる横架材。

２階以上の建物で、 桁などのために中断されて、 土台から 軒桁まで通っていない柱。

柱と柱の間 （柱間） に入れる垂直材で壁を構成する部材。

２階建て以上の建築物において、 土台から軒まで通った継いでいない柱。

木造建築の骨組みの最下部にあって、 柱を受け、 その根本をつなぐ横材。

土台や束柱の上にあって， 床下の根太 （ねだ） を支える横材。

床板を支持するため床板に直角に配した横材。

１階床の大引を支える床組の垂直部材。

土台の交わるところに斜めにかけわたされた補強材。

① 木造に関する用語

和 小 屋 組

洋 小 屋 組

継 ぎ 手

ベ タ 基 礎 

棟 木

母 屋

垂 木

火 打 梁

軒 桁

筋 か い

胴 差 し

管 柱

間 柱

通 し 柱

土 台

大 引 き

根 太

床 束

火 打 土 台
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図１８：木造建築物の構造

瓦

《資料 -「構造用教材」日本建築学会編・著、丸善 1997年》
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含 水 率

ヤ ン グ 係 数

日本農林規格

無 等 級 材

合 板

集 成 材

! " !

# ! $

丸 太 組 工 法

木材に含まれる水の重量割合。 木材の場合、 からからに乾いた木材実質の重量に対する水の重

量を測定。

フックの法則が成立する弾性範囲における、同軸方向のひずみと応力の比例定数。値が高いほど、

強度がある。

　 [ ひずみ ε ]= [ 応力 σ ] / [ ヤング率 E ]　 （フックの法則） より

農林水産省所管の各種物資に関する品質の向上と安定のための規格で、 一般には略して 「JAS」

と呼んでいる。 製材品、 普通合板、 特殊合板、 構造用合板、 集成材、 積層床板、 フローリン

グ類などに対して定められている。 「構造用製材」 の強度等級区分としては、目視による等級区分、

機械による等級区分、 の二つがある。

公共建築木造工事標準仕様書 （平成 25 年版） では、 目視等級区分や機械等級区分等の製材

JAS に定められていない木材とされる。

厚さ１～３㎜のべニア単板を複数枚積み重ねて圧力を加え、 接着剤で張り合わせて 1 枚の板とし

たもの。 通常は、 各単板の繊維方向を 1 枚ごとに直行させ、 ３枚～９枚などの奇数枚で合わせて

いる。 品質は JAS に規定されている。

厚さ２ .５～５ cm の木材の板を、 繊維方向を長さの方向に平行に組み合わせて合成樹脂接着材で

積み重ねて一つの材としたもので、 欠陥のない均一な材をつくることができる。 構造用集成材と造

作用集成材がある。

（単板積層材）ロータリー・レースまたはスライサーなどによって原木からむいた単板を繊維方向 （木

目の方向） を平行にして積層接着したもの。 通直材は柱、梁、わん曲材は家具部材に使用される。

（直交集成板） ひき板を繊維方向が直交するように積層接着した重厚なパネルで、 欧米を中心に

中高層建築物に利用されている。

丸太、 製材、 その他これらに類する木材を水平に積み上げた壁により建築物を建築する工法。

《 資料 》

『林野庁 「森林、 林業 ・木材辞典」』、 『林野庁 HP』、

『全国木材検査 ・研究協会 HP』、 『建築構造を学ぶ辞典』、

『Weblio 辞書』、 『図解　建築用語辞典』、

『図解　建築施工用語辞典』 『わかりやすい建築現場用語辞典』

② 木材 ・ 工法に関する用語

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

E 
ε

σ



平成２７年３月

発行 ：福岡県農林水産部林業振興課

編集 ：木の環!有限責任事業組合

　　　　　〒815-0035 福岡市南区向野 2-20-19

　　　　! "#$ ： 092-284-1522

宝くじの収益金は福岡県のさまざ
まな事業に役立てられています。

木造建築における福岡県産材利用のすすめ

～木造技術やコスト、調達方法の解説～

福岡県行政資料

所属コード

 登録年度 26　　　　　  登録番号

4701002

0003

 分類番号 PF


